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資料 15．国・神奈川県の動向

（1）国の方針及び県の計画等の経過

廃棄物処理・資源化に関する国の方針及び県の計画等の経過は次のとおりです。

表 廃棄物処理・資源化に関する国の方針・神奈川県の計画等の経過

年月 関連する計画等

平成13年5月
（国）廃棄物の減量その他その適正な処理に関する施策の総合的かつ

計画的な推進を図るための基本的な方針 策定

平成14年3月 （神奈川県）神奈川県廃棄物処理計画 策定

平成15年3月 （国）循環型社会形成推進基本計画 策定

平成17年4月 （国）循環型社会形成推進交付金制度の導入

平成17年5月
（国）廃棄物の減量その他その適正な処理に関する施策の総合的かつ

計画的な推進を図るための基本的な方針 変更

平成20年3月 （神奈川県）神奈川県廃棄物処理計画 改定

平成20年3月 （国）第二次循環型社会形成推進基本計画 策定

平成22年12月
（国）廃棄物の減量その他その適正な処理に関する施策の総合的かつ

計画的な推進を図るための基本的な方針 変更

平成24年3月 （神奈川県）神奈川県循環型社会づくり計画 改定

平成25年5月 （国）第三次循環型社会形成推進基本計画 策定

平成28年1月
（国）廃棄物の減量その他その適正な処理に関する施策の総合的かつ

計画的な推進を図るための基本的な方針 変更

（2）国・県の目標

国は、廃棄物処理法に基づく「廃棄物の減量その他その適正な処理に関する施策の総合的かつ計

画的な推進を図るための基本的な方針（平成 28年１月変更）」（廃棄物処理基本方針）及び「第三次

循環型社会形成推進基本計画（平成 25 年５月）」において、一般廃棄物の減量化目標を設定してい

ます。

また、神奈川県では、「神奈川県循環型社会づくり計画」を平成 24 年３月に改定し、目標を定め

ています。国の目標、神奈川県の目標は次のとおりです。

表 国の目標

項目
目標(平成32年度目標)

廃棄物処理基本方針 循環型社会形成推進基本計画

排出量（一般廃棄物）

平成24年度比約12％削減

1人1日当たりの家庭系ご

み排出量:約500g

平成12年度比約25％減（約890g）

1人1日当たりの家庭系ごみ排出量：平成12年度比約25％減 (約500g）

事業系ごみ排出量：平成12年度比約35％減（約1,170万t）

再生利用率（一般廃棄物） 約27％に増加 －

最終処分量（一般廃棄物） 平成24年度比約14％削減 －

表 神奈川県の目標

項目 目標 (目標年度：平成33年)

生活系ごみ一人一日あたりの排出量 680g／人・日

事業活動による廃棄物の県内ＧＤＰ

（県内総生産）あたりの排出量

53.6t／億円

※計算式：目標値＝排出量／県内 GDP

排出量：1,758 万t,県内GDP：32兆7,849億円

資料：神奈川県循環型社会づくり計画（平成 24年 3月改定）


